
七飯町地域公共交通活性化協議会

○地域公共交通の課題
・自動車に頼ることなく、生活移動ができる交通体系の構築
・既存公共交通間の運行情報も含めた公共交通網のシームレス化
・既存公共交通を活用した周遊促進策の充実

○調査の主な内容
１ 現況交通実態調査
２ 町民意見交換会
３ 七飯町地域公共交通計画（案）の作成
４ 協議会運営

七飯町概 要

令和３年３月１日設置

○地域公共交通活性化協議会開催状況
・令和４年８月１７日 第８回協議会開催（書面
開催）

町民意見交換会の結果、計画（案）の答申に
ついて説明
・令和４年９月５日 第９回協議会開催
計画（案）の答申について説明
・令和４年１０月２５日 第１０回協議会開催
計画（案）について説明
・令和４年１２月２３日 第１１回協議会開催（書
面開催）
事業評価について説明

※調査等事業については、計５枚程度にまとめること

七飯町は、北海道渡島管内南部に位置し、人口２７，６８６人（令和２年国勢調査）、総面積２１６．７５㎢、市街地の大部分が南向きの傾斜地に広
がっており、集落は国道５号線沿線に南北に延びるように存在し、南から北に向かって、大中山地区、本町地区、藤城・峠下地区、大沼地区の４つに
大きく区分される。交通弱者と交通空白地帯への対応、既存の公共交通の利便性の向上といった様々な課題を抱えており、地域公共交通に対する
取組への町民の期待が日増しに高まってきていることから、より持続可能な地域公共交通を検討するため、七飯町地域公共交通活性化協議会を設
置し、町の上位計画その他関係計画との整合性を図りつつ、七飯町地域公共交通計画を作成する必要がある。

○地域公共交通の現況
・ ＪＲ北海道函館本線（町内５駅） ・株式会社函館バス（町内１８路線）
・有限会社大沼交通（２路線） ・スクールバス（５路線）
・タクシー（法人３社、個人２者、福祉限定３者）
・福祉有償運送（２者）

公共交通の概要



七飯町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

●事業の結果概要 【町民意見交換会】

○開催目的
令和３年度に実施した各種調査結果及び七飯町地域公共交通の現況・問題点・課題を共有するとともに、七飯町地域公共交通活性化協議会で
検討した「七飯町地域公共交通計画素案」の報告を実施し、普段の移動状況の実態や、七飯町民として実施してほしい地域公共交通施策などの
意見をいただくことを目的に、町内４地区で実施した。
○当日概要 ○議事

① 買い物や通院などの日頃の生活移動について
② 日頃の公共交通の利用状況について
③ お住まいの地区に望ましい公共交通のあり方について

【本町地区】
■買い物や通院などの日頃の生活移動について
・買い物や通院は本町地区の施設で完結することが多
い。
・免許を返納しており、無積雪期は良いが、冬場の移動
が大変。
■日頃の公共交通の利用状況について
・本町地区では、団地に住んでいる方は困っている人
が多い印象。
■本町地区に望ましい公共交通のあり方について
・巡回バスの運行が望ましい。
・坂が多いため、自宅からバス停まで行ける交通手段
が必要。
■その他
・施策にも位置付けられているとおり、今回のような町
民が集まる機会は、定期的に実施していただきたい。
・意見交換会に来られない方の意見も拾えるような工夫
が必要。

開催地区 開催日時 参加者

本町地区 令和４年７月４日（月） １７：００ ２７名

大川・大中山地区 令和４年７月５日（火） １０：００ １７名

藤城・峠下地区 令和４年７月５日（火） １４：００ １９名

大沼地区 令和４年７月４日（月） １４：００ ２０名

【大中山地区】
■買い物や通院などの日頃の生活移動について
・老人クラブの活動なども実施している大中山コモンに来るための手段が不足してい
る。
・アップル温泉まで行きたいが、自動車以外では、 移動が難しい。
■日頃の公共交通の利用状況について
・タクシーを利用することはあるが、運賃が高く、タクシー会社が発行している割引券
は、とても助かっている一方で、タクシーを往復で利用することが難しい世帯もあり、
配慮が必要。また、家族送迎が見込めない独居世帯への配慮も必要。
■大川・大中山地区に望ましい公共交通のあり方について
・現状よりは七飯町の地域公共交通が良くなる印象を受けたので、各施策について、
ぜひ実現していただきたい。
■その他
・施策にも位置付けられているとおり、今回のような町民が集まる機会を、定期的に
実施するとともに、既存の集まりで話を聞くなど、より広く意見を拾えるようにしていた
だきたい。
・施設利用者の増加に貢献する可能性もあるため、町民の行き先となっている施設
から、協賛金をいただくことも有効。
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七飯町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

●事業の結果概要

【藤城・峠下地区】
■買い物や通院などの日頃の生活移動について
・町内会で、社会福祉協議会の車両を活用した買い物ボ
ランティアを実施しており、買い物先は本町地区である。
・足腰が悪い方は、福祉有償運送などで移動している。
■日頃の公共交通の利用状況について
・車がない人は、休みながら自宅とバス停間を移動してい
る。
・青葉台団地は公共交通で移動するには、非常に大変な
地域。
■藤城・峠下地区に望ましい公共交通のあり方について
・タクシー助成券の割引額は移動頻度なども想定し、極力、
自己負担が軽減されるような仕組みが望ましい。
■その他
・観光客が利用できるような公共交通があると良い。
・実証運行などについては、早めの実施、見直しを密に実
施いただきたい。

【大沼地区】
■買い物や通院などの日頃の生活移動について
・買い物、通院などは本町地区が主な行き先。
・週２回の沼っ子お出かけ号を活用している人もいる。
・大沼地区では、日常生活の買い物先としてセブンイレブンくらいしかない。
■日頃の公共交通の利用状況について
・タクシーで移動せざるを得ないときはあるが負担は大きい。
■大沼地区に望ましい公共交通のあり方について
・軍川地域から、大沼駅や峠下周辺まで行くことができると、ありがたい
・路線バスで移動するには、往復運賃が高く、負担軽減はぜひ考えてほしい。
・「沼っ子お出かけ号」を基本にしながら、実証運行・本格運行などの実施が望まし
い。
■その他
・施策にも位置付けられているとおり、今回のような町民が集まる機会は、定期的に
実施していただきたい。
・大沼地区は、公共交通に合わせて移動することが想定されるため、まずは実証運
行などを始めてみることが重要。

【本町地区】 【大沼地区】



七飯町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

●地域公共交通計画等の計画策定に向けた方針 【七飯町地域公共交通計画の基本方針・方向性・施策】



七飯町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

当初の計画どおりに事業は適切に実施されている。

●事業実施の適切性

・事業は、計画どおり実施されている。
・引き続き事業の完了に向けて取り組んでいただきたい。

・昨年も調査事業を活用されていることもあり、様々な意見や課題について検討を重ねてこられたと思われるため、課題等を反
映した地域公共交通計画をぜひ策定いただきたい。

●地方運輸局及び地方航空局における二次評価結果

●地域公共交通計画等の計画策定に向けた方針

【施策と評価指標の関係】

【評価指標の目標値、評価実施スケジュール及び測定方法】


